






要約 

顕微鏡蛍光分光光度法による単一細胞内酵素測定を行った。皮膚線維芽細胞ばかりでなく,

羊水細胞についても検討した。 

1 例胎児についてβ一ガラクトシダーゼ活性測定による GMrーガングリオシドーシスの診

断をおこない,脳及び肝の酵素測定によって診断を確認した。本法の実施にあたっては,短

期培養による生存細胞の確認のみで十分であり,今後広く実際に応用されることを期待し

たい。 


